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地球温暖化の防止など、環境に
役立つなら当然

公平に義務付けられているなら
やむを得ない

法律なのでやむを得ない

地球温暖化の防止などの効果は
ないので、制定する必要はない

わからない

その他・無回答

24.6％

3.5％
4.5％

8.9％

52.3％

6.2％

過ごしにくくなったと思う

過ごしにくくなったと思わない

わからない

無回答

1.7％

21.3％

19.9％

57.1％

７章　緑化地域と緑化重点地区

１　緑化地域の指定
■ 緑化地域とは

　緑が不足している市街地などにおいて、敷地面積が一定規模以上の建築物の新築や増築を行う場合に、敷地面積の一定割合
以上の緑化を義務づける緑化地域制度の導入により、指定を受けた地域を緑化地域といいます。

■ 緑化地域の指定の必要性
　北部地域の樹林地やため池、逢妻川や猿渡川などの周辺では、気温の上昇が抑えられていますが、市街地などでは、緑被の減
少やアスファルト舗装などにより、郊外と比べて気温が高くなるヒートアイランド現象の発生が確認されています (図7-1）。また、
夏の過ごしやすさに関する市民アンケートにおいても、57.1％の方が「過ごしにくくなったと思う」と回答されており、市内の夏季の
気温上昇が実感されています（図７-２）。
　これらのことから、良好な都市環境を形成するために、公園や街路樹などの公的な緑の確保とあわせて、緑化地域の指定を検
討する必要があります。

■ 緑化地域の指定範囲
　本市では、「緑の将来像図」において、「まちの緑化エリア」と位置付けられた市街化区域の全域を緑化地域の指定範囲とし、制
度の導入を検討します（図７-３）。また、緑化地域制度の導入に関する市民アンケートにおいて、約８割の方が緑化地域制度の導入
に対し、肯定的な回答をしています（図７‐４）。

図７-１　地表面温度の分布

図７-２　夏の過ごしやすさに関する市民意見

図７-３ 緑化地域の指定範囲 図７‐４　緑化地域制度の導入に関する市民意見

緑化地域の指定範囲
（市街化区域の全域）

※市街化区域の拡大予定地を含む

出典：愛知県ヒートアイランド緩和対策マニュアル

2001年：7月4日午前10時撮影1985年：9月2日午前10時撮影



20

２　緑化重点地区の設定
■ 緑化重点地区とは

　本計画の目標の早期達成や市民の緑化意識の高揚などを図るため、緑に関する施策を重点的かつ先導的に展開する地区を緑
化重点地区といいます。 

■ 緑化重点地区の設定範囲
　本市では、以下の６地区を緑化重点地区として設定します（図７-５）。

図７-５　緑化重点地区の位置

「重点的かつ先導的に緑に関する施策を行う地区」として緑の保全・緑化を推進

２ 刈谷市総合運動公園一帯 （Ｐ22）

１ 洲原風致地区一帯  （Ｐ21）面積
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自然・潤い
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３ 亀城跡風致地区一帯  （Ｐ23）

６ 小垣江駅周辺   （Ｐ26）

４ 刈谷駅周辺   （Ｐ24）

５ フローラルガーデンよさみ一帯   （Ｐ25）
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